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　Algeo（2010：266-7）によれば，84の外国語から最近英語に
借用された1000以上の語のうち，日本語はスペイン語と並んで
約８%を占め，フランス語からの約25％に次ぐ。1500年に及ぶ
英語の歴史において，ヨーロッパ以外の言語からこれほど多く
の語が借用されたことはない。
　英語に借用された日本語の単語（以下，借用語と略す）の研
究は Cannon & Warren（1996）が最も詳細であるが，語の構成
や意味が中心であり，表記と発音に関する情報は微々たるもの
である。一方，英語辞典として最大の収録語彙を誇るThe 
Oxford English Dictionary（第２版）（1989，以下OED2）は 
IPAによる発音表記に問題があり（寺沢（2008：39）），その上，
刊行後26年が経過し，借用語の最新の情報が得られないという
難点がある。それに引き換え，オックスフォード系の英語辞書
としては最新の Oxford Dictionary of English（第３版）（2010，
以下，ODE3）はOED2に次ぐ35万語を収録し，IPAを用いた音
声表記はOED2よりかなり正確である。
　そこで，本稿ではODE3から借用語を抽出し，これらの語の
表記と発音の特徴と問題について考察したい。分析対象となる
のは177例の普通名詞と１例の形容詞である。
Ⅰ　子音の表記と発音
1.1　閉鎖音の表記と発音
　借用語で用いられている <p t k b d g> は（1）のように英語
の閉鎖音 /p t k b d 㷅/ に規則的に対応し，語頭と語中にのみ
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生じる。このように，日本語の閉鎖音の表記と分布上の制約は
そのまま借用語に反映され，字母と音素は一対一に対応してい
る。とりわけ，/k/の表記が<k>に限られているのは興味深い。
なぜなら，現代英語の/k/は（1g）のように様々な字母や二重字
（digraph）などで表されているからである （Cruttenden, 2014: 
180）。このような借用語の/k/の特異な表記上の原則には英語
の字母の歴史的制約が背景にある。すなわち，イギリスでは５
世紀にローマからキリスト教が伝えられると，当時の英語はラ
テン語の字母を用いて表記され，無声閉鎖音の/k/には<c>を
用い，<k>はごくまれに外来語に用いられる程度であったから
である（Algeo, 2010: 38）。このような正書法上の慣例により，
<k>は（とりわけ語頭では）現在でも借用語を含む外来語起源
の語に多く見られる。そうなると，tycoon /tʌ㸍㷦kuːn/「大君」
の<c>は明らかに原則から外れている。ちなみに，この語は
<k>のみならず, 語中の母音字の<y>と二重字<oo>についても
借用語としては例外的なものとなっている。なお，本稿では語
レベルの主強勢（primary stress）は ‘ 㷦 ’ で，副強勢（half 
stress）は ‘ 㷧 ’ で表す。ODE3は tycoon を19世紀中頃の日本語
の taikun に由来するとみなしているが，tycoon という綴り字
から判断すると, 日本語から直接借入されたとは考えにくい。
ちなみに，Sir Rutherford Alcock（1881）は taikun がしばしば
間違って tycoon と綴られていると記していることから（OED2 
s.v. tycoon）， すでに16世紀後半に英語で用いられていた
typhoon に倣って tycoon と綴られた可能性が高い。ちなみに，
この typhoon /tʌ㸍㷦fuːn/ は日本語の「台風」と意味と発音が似
ているが, 日本語に由来するのではなく，16世紀のポルトガル
語やアラビア語，および中国語の影響を受けてこのような発音
と綴り字となったと考えられている（OED2 s.v. typhoon）。
　（1）a. <p> /p/: pachinko /pə㷦tʃ㸍ŋkə㷚/, ponzu, tempura
　　  b. <t> /t/: tabi /㷦tɑːbi/, tachi, bento, karate
　　  c. <k> /k/: kabuki /kə㷦buːki/, kaiseki, aikido, hinoki
　　  d. <b> /b/: banzai /ban㷦zʌ㸍/, bento, kombu, robata
　　  e. <d> /d/: daikon /㷦dʌ㸍k（ə）n/, daimyo, budo, kendo
　　  f. <g> /㷅/: gaijin /㷅ʌ㸍㷦j㸍n/, go 「碁」, manga, shogun
　　  g. <k> king, <c> come, <que> unique, <cc> occur, <ch> 
chorus, <ck> neck
1.2　摩擦音の表記と発音
　英語と日本語では摩擦音の種類と数はかなり異なることから，
この節では借用語の摩擦音の表記と発音について考察する。最初
に，英語の<s>は cause, easy, reason, as, sees, was のように語中
と語末では有声音の /z/ を表すことがあるが（Cruttenden, 
2014: 2000-3），借用語では <s> は（2）のように/s/のみを表す。
さらに，借用語の /z/ は後述の（3a）のように常に<z>で表記
される。それゆえ， （2）の sasanqua「サザンカ」の <s> はいず
れも無声の /s/ であり，とりわけ２番目の<s>は日本語では
濁音の「ザ」（=[za]）であるが，借用語では /z/ を表すとは考
えられない。ちなみに，1866年に最初に英語に伝わった語形
sasanqua は植物学の論文中で記されていることから，「サザン
カ」の学名 Camellia sasanqua に基づくと考えられる（OED2 
s.v. sasanqua）。ラテン語の<s>は語中でも有声音を表すこと
はないことから，学名に由来する sasanqua の第２音節の<s>
は清音（＝[s]）で発音されてきたと考えられる。一方，1878年
の学術書では，学名とは異なる語形 sasanka が用いられてい
るが，この語形は当時の日本語の表記に基づくと思われる。こ
の語の第２音節の<s>も他の外来語の場合と同様に<z>と記さ
れてはいないことから，無声音とみなせる。なお，学名の３音
節目の<qua>は/-kwə/と発音されるが，これは日本語でも片
仮名で「サザンクハ」と記されることがあることから（『日本国
語大辞典』第二版，2001，第六巻，25頁），日本語の音声に忠
実に対応している。次に，（2）の最後に挙げた sika /㷦siːkə/の
綴り字と発音には若干の説明が必要であろう。なぜなら，日本
語の「鹿」はOED2に引用されている1891年から1982年までの
８つの文献ではすべて sika と記され，ODE3もこの語は日本語
の shika に由来すると明記されているにもかかわらず，shika 
ではなく sika が見出しとなっていること，さらに，後部歯茎
音の/㲏/で始まる shiatsu 「指圧」，shiitake 「椎茸」，shiso 「紫蘇」 
などの借用語はいずれも<sh>で表されているからである。こ
の問題は日本語の歯茎音の/s/が前母音/i/の前に位置する時に
生じる硬口蓋摩擦音の異音 [㷡] の表記にある。この異音は，英
語の子音には存在しないことから，近似の摩擦音である [s] ま
たは [㲏] で代用されるが，その場合，<s>または<sh>で表記さ
れることになる（Labrune, 2012: 64）。ちなみに，後述の（3b）の 
shamisen 「三味線」の場合，samisen という異形も用いられる。
　（2）<s>/s/: sasanqua「山茶花」/sə㷦saŋkwə/, sika「鹿」， /㷦siːkə/，
　　  bonsai「盆栽」，kaiseki「懐石」 
　次に，有声・歯茎・摩擦音の/z/は語頭と語中において（3a）
のようにすべて<z>によって表される。ただし，bonze はきわ
めて例外的であるが/z/で終わる。この語は<e>で終わってい
るが，OED2もODE3も/b㷜nz/と表記していることから，<e>
は黙字であろう。この綴り字が日本語から英語に直接伝わった
のであれば，語末の<e>は karate/kə㷦rɑːti/, netsuke /㷦nɛts（㷚）
ki/, wakame /㷦wakame㸍/などの借入語と同様に/i/または/e㸍/
と発音され，語全体としては/㷦b㷜nzi/または/㷦b㷜nze㸍/となる
はずである。この黙字の<e>については，「この語はおそらく
日本語の bonzō または bonsō がポルトガル語を経由してフラ
ンス語の bonze となり，その時点で現行の綴り字に変えられ
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たと推測される」というOED2 （s.v. bonze）の記述が有力な手
がかりとなるであろう。すなわち，この語は16世紀末から 
bonso または bonzi として英語に借用されたが，17世紀以降は 
bonze で定着している。語末の<e>はフランス語では/bõːz/の
ように発音されないので，日本語からの借用語であってもフラ
ンス語を経由したことから，語末の<e>はフランス語式に黙字
となっていると考えられる。（3b）の無声・硬口蓋・歯茎音の
/ʃ/は規則的に<sh>で表され，語頭と語中でのみ用いられる。
shamisen の場合，後部歯茎音の/ʃ/で始まる語形が最初に伝わ
ったが，その後，歯茎音の/s/も用いられ，現在ではいずれの
形式も定着している（OED2 s.v. samisen）。一方，（3c）の<h>
は声門摩擦音の/h/だけに対応する。この字母は （3ci）の haiku，
hakama， hamachi などの語頭のみならず，（3cii）の dohyo と 
butoh のように語中と語末でも生じる。もっとも，これら２語の
語中と語末の<h>は発音されず，それぞれ/㷦də㷚jə㷚/，/㷦buːtə㷚/
となっていることから， <h>が黙字となる原因を探らねばなら
ない。dohyo の場合，<hy>は hybrid， hyena， hyssop のよう
に語頭では一般的であるが，語中では<hi>となることから，
英語の母語話者は doh-yo と分節していると考えられる。この
場合， <h>は黙字となり， <y>は音節の初頭位置では一般的な
渡り音 （glide） の/j/とみなせることから，語全体は/㷦də㷚jə㷚/
となる。そうなると，語末に<oh>が生じる butoh/㷦buːtə㷚/の
場合にも<h>は黙字となる。なお，butoh はOED2に収録され
ていないことから， 起源を含め一切の情報は得られていない。
最後に，（3d）の futon と tofu の場合，日本語の無声・両唇・
摩擦音の/ 㸐/は英語では用いられないので、/f/で代用され /
㷦tə㷚fuː/となり、表記上も伝統的なヘボン式に従い<f>となっ
ていると考えられる（Labrune, 2012: 69）。
　（3）a. <z> /z/: zaibatsu /zʌ㸍㷦batsuː/, zori, bonze /b㷜nz/, 
　　  b. <sh> /ʃ/: shakudo「赤銅」/㷦ʃakuːdə㷚/, s（h）amisen, 
bushido, hibakusha
　　  c. <h> /h/:
　　  　i.  haiku, hakama, hamachi「䩍（はまち）」
　　  　ii. dohyo /㷦də㷚jə㷚/「土俵」, butoh /㷦buːtə㷚/「舞踏」
　　  d. <f> /f/: futon /㷦fuːt㷜n/ , tofu /㷦tə㷚fuː/
1.3　破擦音の表記と発音
　（4a~d）の借用語の二重字<ch dz ts>と<j>は，英語の破擦
音 /tʃ dʒ ts dz/ を表す綴り字と同じであることから，分布は
語頭か語中に限られるが，音価は英語と同じである。ただし，
（4b）の/dʒ/の綴り字は英語と借用語では大きく異なる場合が
ある。すなわち，英語では（4bi）の６通りの表記が可能である
のに対して（Cruttenden, 2010: 190），借用語の/dʒ/では（4bii）
のように<j>に限られる。一方，（4c, d）の/ts dz/の場合，注目
に値するのは，強勢アクセントの位置に応じて音節の境界が移
動し，破擦音が実現しない場合が生じることである。すなわち，
<ts>と<dz>は語頭と語末の音節では強勢の有無にかかわらず，
（4ci, 4di）の 㷦tsuba， kei㷦retsu， 㷦kudzu のように破擦音として
生じるが，（4cii, 4dii）のように<ts>と<dz>が語中の強勢音節
の頭子音 （onset） と なる場合には，kat㷦sura， mat㷦suri， 
sat㷦suma， ad㷦zuki のように，閉鎖音は先行の音節に属し，摩
擦音は後続の音節に属することになる。このような特異な現象
が生じる原因は，英語の破擦音は，（4ei）のようなごく限られ
た外来語を除いて，（4eii）の cats， tents， birds， cards のよう
に形態素の末尾の閉鎖音と後続の摩擦音によって形成されてい
るため，その他の位置に生じる<ts>と<dz>は発音しにくく，
それゆえ音節の境界を移動させて発音しやすくしていると考え
られる。ちなみに，（4ci）の katsuobushi の場合，２音節目の
母音/㷚/は後続の二重母音/ə㷚/との母音接続を避けるために渡
り音の/w/に変化している。
　（4）a. <ch> /tʃ/: chichi, hamachi, hibachi
　　  b. <j> /dʒ/:
　　  　i.  <j> jar, <dj> adjust, <dg> bridge, <g> giant, <d> 
education, <gi> region
　　  　ii. jinrikisha, judo, juku, dojo, kanji, ninja
　　  c. <ts> /ts/: 
　　  　i.  tsuba「鍔」/㷦tsuːba/, tsukemono, katsuobushi
　　  　　/㷧katswə㷚㷦b㷚ʃi/, keiretsu /ke㸍㷦rɛtsuː/
　　  　ii. katsura /kat㷦s㷚ərə/, matsuri, satsuma
　　  d. <dz> /dz/: 
　　  　i.  kudzu /㷦k㷚dzuː/    ii. adzuki /əd㷦zuːki/ 
　　  e. i. tsa /tsɑː/, tsetse （ﬂy） /㷦tsetsi/, tsunami /tsu㷦nɑːmi/
　　  　ii. cats, tents, birds, cards
　
1.4　二重子音の表記と発音
　子音字が重複する二重字のうち、同じ子音が重なるのは （5a, 
b, c）の<pp>， <kk>， <ss>の３種類に限られる。日本語の閉
鎖音と摩擦音の種類，およびこれらの促音便の生起頻度の多さ
を考慮すると，該当例は予想以上に少なく，（5）の４例がすべ
てである。いずれの場合にも借用語では単子音が実現するが，
これは英語の顕著な発音上の制約に基づくものである。
　（5）a. <pp>: ippon /㷦㸍p㷜n/, seppuku /sɛ㷦puːkuː/
　　  b. <kk>: hokku /㷦h㷜kuː/
　　  c. <ss>: issei /㷦iːse㸍/
　次に，異なる子音から成る二重字のうち，摩擦音と破擦音の
<sh ch ts dz>についてはすでに考察したので，それ以外の 
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（6a）のような二重字に焦点を当てる。この種の二重字は撥音便
の<n> /n/と後続の子音から成ることから，撥音便が生じる前
は日本語に存在しなかった。借用語で用いられている二重字は
（6a～k）の23 例，３子音連続は（6l）の１例である。問題となる
のは，最初の鼻子音が後続の子音によって同化され，その結果
が綴り字にも反映されている例とそうではない例が生じること
である。すなわち，（6a, b）の<np>と<nb>は後続の両唇音と
同化し，音声的にはそれぞれ [mp]， [mb] となるはずである。
事実，（6a）の tempura と（6b）の kombu にはこれらの音変化
が綴り字に反映されているが，kanban には綴り字の変更は生
じていない。tempura はポルトガル語の tempêro ‘seasoning’ 
の影響を受けた可能性があるが（OED2 s.v. tempura），確実な
情報ではない。kombu はこの綴り字のまま1884年に英語に借
入されたことから，借用以前に生じた同化が綴り字にも反映さ
れていることがわかる。一方， kanban は20世紀後半の借用語
であることから，同化が反映されない日本語のローマ字表記が
そのまま借用された可能性が高い。 
　（6）a. <np> [mp]: tempura /㷦tɛmp㷚rə/ 
　　  b. <nb>[nb]~[mb]: kanban /㷦kanban/, kombu /㷦k㷜mbuː/
　　  c. <nt>: bento, tanto「短刀」
　　  d. <nd>: kendo 
　　  e. <nk> [ŋk]: gingko「銀杏」/㷦㷅㸍ŋk（㷅）ə㷚/, pachinko,        
tanka 
　　  f. <ng> [ŋ㷅]: manga, renga「連歌」
　　  g. <ns>: bonsai「盆栽」, onsen, sensei「先生」, tansu
　　  h. <nz>: banzai「万歳」, bonze, ponzu
　　  i. <nr>: inro「印籠」
　　  j. <nj> [ndʒ]: kanji, ninja, ninjutsu 
　　  k. <nq>[ŋk]: sasanqua 
　　  l. <nch> [ntʃ]: nunchaku「ヌンチャク（武具）」
Ⅱ　母音の表記と発音
　本稿では，母音の音価を分析する場合，強勢の有無に加えて，
母音が生じる位置を「自由位置」（free position）と「抑止位置」
（checked position）に区別する（Kurath, 1964: 17）。これらの区
別は，日本語の母音はいずれの位置にも生じるが，借用語では
どのような制約を受けるかを探る場合に有力な手段となる。
2. 1　自由位置の母音
2. 1. 1　単一母音の表記と発音
　（7）の借用語の５種類の母音字は自由位置に生じる。最初に，
（7a）の<a>には３つの母音/ə/, /ɑː/, /a/ が対応するが，英語
の標準的な母語話者の発音では短い完全母音がこの位置に生じ
ることはない。それゆえ，（7aiii）の２例の語末の /a/（=「容認
発音」（RP）では/æ/）は，無強勢でもあることから，あいまい
母音/ə/でなくてはならず，この/a/はODE3の誤記とみなせる。
（7aiv）の karaoke の２つ目の<a>は，この母音字としてはきわ
めて例外的に/㸍/に対応しているが，母音接続の位置に生じて
いることから，音韻的には/㸍j/とみなし，音声的には「半長」
（half-long）の音量を持つ [i] とすべきである（Cruttenden, 2014: 
99）。（7b）の<e>には/e㸍 ə i ø/ の４通りの母音（/ø/は黙音）が
対応するが，ukiyo-e を除いて語末の母音は無強勢であること
から，ODE3の編者はどのような根拠によって語末の<e>の音
価を決めているのであろうか。ちなみに，ukiyo-e の語末に強
勢を置くなら，sumi-e も同様であろうが，なぜか後者は無強
勢である。（7biv）の bonze の<e>は語末の母音字の中で発音
されない唯一の例であり，OED2もWells （20083: 95）も同様に
<e> を黙字とみなしている。bonzō, bonsō という古い日本語
の表記からすると，この語の末尾には何らかの母音が想定され
るが，黙音とみなす根拠は不明である。<e>が黙音であると，
この語は日本語としてはありえない摩擦音の/z/で終わること
になるが，借入語では/nz/は語末の子音連続として一般的で
ある。（7c）の<o>には二重母音/ə㷚/だけが規則的に対応するが，
これは英語として最も一般的な母音が対応していると言える。
次に， （7d）の<i>には/i, iː, ø/が対応するが，kawaii は/kə㷦wʌ㸍/
と表記されているが，torii /㷦tɔ:r㸍i/ や Hawaii/hə㷦wa㸍i/の表記
から判断するとODE3の誤記であり, /kə㷦wʌ㸍i/とすべきもので
ある。（7e）の<u>には/u:/だけが対応するが，これは（7c）の
<o>と同様に英語母語話者の直観の反映として興味深い。最後
に，（7）の５種類の母音字に対応する標準的な日本語の母音/a 
e o i 㷙/は興味深いことに借用語には一切生じない（Labrune, 
2012: 25）。言い換えれば，日本語が英語に借用されると，語末
の自由位置ではすべて英語の母音に置き換えられることになる。
　（7）a. <a>
　　  　i.   /ə/: geisha /㷦㷅e㸍ʃə/, hakama, hiragana, jinrikisha
　　  　ii.  /ɑː/: karateka「空手家」/kə㷦rɑ:t㸍kɑː/, 㷦kata
　　  　iii. /a/: tsuba「鍔」/㷦tsuːba/，sasanqua
　　  　iv. /㸍/: karaoke「カラオケ」/㷧kar㸍㷦ə㷚ki/
　　  b. <e>
　　  　i.   /e㸍/: anime /㷦an㸍me㸍/, edamame, sake , sumi-e
　　  　　「墨絵」/㷦suːm㸍e㸍/, ukiyo-e /u:㷧kiːjə㷚㷦e㸍/
　　  　ii.  /ə/: anime /㷦an㸍mə/ （=（7bi） の異形）
　　  　iii. /i/: arame「アラメ（海藻）」/㷦arəmi/, kamikaze, 
　　　　　karaoke, netsuke, sake /㷦sɑːki/, satori「悟り」
　　  　iv. /ø/: bonze「坊主」/b㷜nz/ （<日本語 bonzō, bonsō）
　　  c. <o> /ə㷚/: aikido「合気道」/a㸍㷦kiːdə㷚/, bento, budo
　　  d. <i> 
　　  　i.  /iː/: kaiseki「懐石」/kʌ㸍㷦sɛkiː/, 㷦nashi, 㷦chichi
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　　  　ii. /i/: adzuki /əd㷦zuːki/, hibachi, hinoki, kaki「柿」
　　  　iii./ø/: kawaii /kə㷦wʌ㸍/ cf. torii「鳥居」/㷦tɔːr㸍i/, Hawaii 
/hə㷦wʌ㸍i/
　　  e. <u> /uː/: haiku /㷦hʌ㸍kuː/, 㷦juku, kei㷦retsu, nin㷦jutsu 
2.1.2　二重母音の表記と発音
　自由位置では（8）の４種類の二重母音字が用いられていて，
それぞれに異なる二重母音が対応する。ちなみに，（8a）の 
akebia はフランス人植物学者が1837年に日本語の akebi に
<a>を付加してラテン語の学名とした akebia quintata に由来
する（ODE3 s.v. akebia , 『日本国語大辞典』（第二版，第２巻，
236頁））。借用語ではこの<a>は bonze の<e>のように黙字と
ならず，先行の<i>と結合して二重母音/㸍ə/として用いられて
いる。（8c）の<ai>には/ʌ㸍/が対応するが，この二重母音は
Wells （20083）などの伝統的なIPAの/a㸍/に代えて，ODE3がGB 
（=Genaral British）の音として表記したものである（ODE3 : 
xviii）。
　（8）a. <ia> /㸍ə/: akebia「あけび」/ə㷦kiːb㸍ə/ 
　　  b. <ei> /e㸍/: issei「一世」/㷦iːse㸍/, nisei, sensei  
　　  c. <ai> /ʌ㸍/: banzai /ban㷦zʌ㸍/, bonsai, keitai, tai「鯛」
　　  d. <io> /jə㷚/: daimio「大名」/㷦dʌ㸍mjə㷚/ 
2.2　抑止位置
  子音で終わる語末や音節は抑止位置となる。借用語の場合，
この位置の子音は（9d）の butoh の黙字の<h>を除いて，（9ai, 
bi, ci, cii, e, f, g）のように/n/に限られる。この位置での母音は
無強勢であっても，（9ci）の<on>/ən ~ øn/を除いて完全母音
となる。英語の場合，この位置の<a e o>は （9aii）, （9bii）, （9ciii）
のように一般に弱化または脱落するが，借用語では （9ai, bi, ci, 
cii）のように完全母音（full vowel）が生じる。ちなみに，（9d）
のbutoh の<h>が付加された経緯は1.2で述べたとおり不明で
ある。OED2もODE3もこの語の借用時期を明記していないこと
から，21世紀以降に英語となった可能性が高い。最後に， （9e）
の tycoon の<n>については1.1で考察したとおりである。
　（9）a. <an>
　　  　i.  /an/: kanban /㷦kanban/, mama-san「女将」, ryokan
　　  　ii. /ən/: Christian, civilian, solan
　　  b. <en>
　　  　i.  /ɛn/: kaizen /kʌ㸍㷦zɛn/, ramen, shamisen, zazen
　　  　ii. /ø/: dozen, sudden, taken
　　  c. <on>
　　  　i.  /ən ~ øn ~ 㷜n/: daikon「大根」/㷦dʌ㸍kən ~ n, ~ 㷜n/
　　  　ii. /㷜n/: ippon「一本 （柔道の）」/㷦㸍p㷜n/
　　  　iii./ø~ə/: baron, dragon, salmon 
　　  d. <oh> /ə㷚/: butoh「舞踏」/㷦buːtə㷚/
　　  e. <-oon> /uːn/: tycoon「大君」/tʌ㸍㷦kuːn/ 
　　  f. <in> /㸍n/: gaijin /㷅ʌ㸍㷦dʒ㸍n /, keirin, mirin「味醂」
　　  g. <un> /㷚n/: shogun「将軍」/㷦ʃə㷚㷅㷚n/
2.3　借用語の母音組織
　ODE3は（10a）に記した19種類（短母音８， 長母音４， 二重母
音７）の母音を借用語の表記に用いている。これらの例を精査
するといくつかの問題点が浮かび上がってくる。最初に，自由
位置の場合，go「碁」，koi「鯉」，kyu「級」，tai「鯛」はいずれ
も１音節語であるが，名詞であることから強強勢を受けるとみ
なし，除外すると，無強勢位置で生じる母音は全体の約半分の
10種類に限られ，この位置では母音の生起にかなり強い制約が
課せられていることが分かる。なお，ODE3では e㷦noki の語末
に/㸍/， sa㷦sanqua と 㷦tsuba の語末に/a/（=RP/æ/）を認めてい
るが，いずれも誤記とみなせることから，これらの母音は 
（10bi）には含めていない。次に，自由位置で強勢を受ける（10c）
のような母音の場合，（10d）の無強勢母音よりも一層強い制約
を受け，わずか５種類の母音だけが生じる。一方，音節が子音
で終わる（10d, e）のような抑止位置の場合，強勢の有無を問わ
ず，かなり多くの母音が生じることが分かる。なお，抑止位置
で生じない母音がいくつかあるが，分析対象とした借用語の数
が178語と限られていることから，若干の数の変動はありうる。
結果として，借用語の母音の種類と生じる環境は，日本語では
なく英語の母音の制約を受けていることになる。
　（10）a. 借用語の母音組織
　　　　i.   短母音：/㸍 ɛ a ʌ 㷜 㷚 ə i/   ii. 長母音：/iː ɑː ɔː uː/  
　　　　iii. 二重母音：/e㸍 ʌ㸍 ɔ㸍 ə㷚 㸍ə 㷚ə 㸍i/
　　　b. 自由位置・無強勢
　　　　i.   短母音：/i ə/ （cf. e㷦noki , sa㷦sanqua, 㷦tsuba）
　　　　ii.  長母音：/iː ɑː uː/   
　　　　iii. 二重母音：/e㸍 ʌ㸍 ə㷚 㸍ə 㸍i/ （a㷦kebia , 㷦torii）
　　　c. 自由位置・強強勢
　　　　i.   短母音：なし    ii. 長母音：/uː/ （ky㷦u）
　　　　iii.  二重母音：/e㸍 ʌ㸍 ɔ㸍 ə㷚/
　　　d. 抑止位置：無強勢 
　　　　i.   短母音：/㸍 ɛ a ʌ 㷜 㷚 ə i/   
　　　　ii.  長母音：/ɑː uː/ （za 㷦zen, su 㷦doku）
　　　　iii. 二重母音：/e㸍 ʌ㸍 ə㷚/ （ke 㷦aki, zai 㷦batsu, 
　　　　　㷧katsuo 㷦bushi）
　　　e. 抑止位置：強強勢
　　　　i.   短母音：/㸍 ɛ a ʌ 㷜 㷚/   ii. 長母音：/iː ɑː ɔː uː/
　　　　iii. 二重母音：/e㸍 ʌ㸍 ə㷚 㸍ə 㷚ə/
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Ⅲ　語強勢の型
　日本語が英語に採り入れられると，日本語の音韻特徴である
「モーラ」（mora）と高さアクセントは音節と強勢アクセントへ
と切り替えられる。その際にどのような調整がなされるかによ
って，借用語の音節数と強勢型に相違が出てくる。そこで，次
にODE3における借用語の音節と強勢アクセントの記述につい
て考察してみたい。
3.1　１音節語
　（11ai）のような１音節語の場合，強勢は１か所に置かれるこ
とから，強勢の程度の相違に基づく強勢型は形成されない。た
だし，分節音の「きこえの階層」（sonority hierarchy）に基づ
く語の韻律構造を構築すると，これらの語は（11b）のようにす
べて「弱強格」（iamb）となる。一方，「強弱格」（trochee）は（11aii）
のような母音で始まる語に限られ，またODE3の借用語にはこ
のような例は生じないことから，借用語の強勢型の分析は２音
節以上の語を対象とすることになる。ちなみに, （11c）の ryu 
「～流」のように，日本語では１音節語であっても，借用語で
は２音節語となり，強勢の有無に基づく強勢型（ry㷦u /r㸍㷦uː/ 
は弱強格）が得られる場合がある。
　（11）a. i.  bonze, go, koi, kyu, soy, tai
　　　　ii. an「案」， in「韻」， un「運」， en「円」， on 「恩」
　　　b. bonze     go       kyu     an
                      s                  
                      w       s        w s   
                wssw     wsw     wssw    sw
               /b㷜nz/  /㷅ə㷚/  /kju ː/  /an/
　　　c. ry㷦u
                  ws
               /r㸍uː/
3.2　２音節語
　借用語のうち，２音節語は語構造と強勢型に顕著な特徴が認
められる。すなわち，２音節語は（12ai）のように語全体が２つ
の形態素から成る例が多く, またそうではない（12aii）のような
場合でも，語を２つの音節に分けやすくなっている。これは日
本語の音節構造が子音＋母音（C+V）が原則となっていて，こ
の原則が撥音の/n/によって破られたとしても，CVC+CVとい
うように音節の境界が明確であることによる。次に，ODE3に
おける借用語のうち，２音節語は83例あるが，そのうちの大半
の例（すなわち，74例 （=89.16%））において強勢型は（12a）のよ
うに強弱格となる。一方，弱強格となるのは（12b）のわずか８
例（9.64%）に留まる。ちなみに，強弱格と弱強格のいずれも可
能であるのは（12c）の１例（1.20%）にすぎない。それでは，英
語の母語話者はどのような基準に従って２音節語の借用語の強
勢型を決定しているのであろうか。借用語のほとんどすべては
名詞であり，英語のように無強勢の接頭辞を伴うことはない。
このような場合，英語の２音節語では（12d）のように強弱格が
優勢な強勢型となることから，借用語でも英語と同じ現象が生
じると考えられる。
　（12）a. 強弱格：
　　　　i.  㷦bento /㷦bɛntə㷚/, 㷦daikon, 㷦geisha, 㷦haiku, 㷦inro, 
㷦judo, 㷦manga, 㷦onsen, 㷦zori
　　　　ii.  㷦kaki「柿」/㷦kɑːki/, 㷦nashi, 㷦sake, 㷦tabi 
　　　b. 弱強格： ban㷦zai /ban㷦zʌ㸍/, gai㷦jin, kai㷦zen, kei㷦rin, 
ry㷦u, sen㷦sei, tai㷦kun, za㷦zen
　　　c. 㷦nisei    ~　ni㷦sei
                     s w           w     s
               /㷦niːse㸍/ ~ /niː㷦se㸍/
　　　d. 㷦autumn, 㷦blossom, 㷦city, 㷦doctor, 㷦exit, 㷦ﬁnger, 
㷦hand-some, 㷦mother, 㷦power, 㷦sugar, 㷦water
3.3　３音節語
　ODE3には３音節語は63例収録されているが，このうち（13a）
のように弱強弱格を示す語は圧倒的に多く，42例（66.67%），
（13b）のような強弱弱格は18例（28.57%），いずれの強勢型にも
なりうる（13c）のような語は３例（4.76%） にすぎない。それで
は，３音節語の借用語はなぜ弱強格が優勢となるのであろうか。
３音節語の場合には２音節語の場合とは異なる原則が作用して
いると考えられる。英語の場合，語は強勢が１か所に置かれて
いると，音節の数を問わず，「等時間隔性」という原則により
語全体を発音するのに要する時間はほぼ同じとなる（Lehiste, 
1970: 40; O’Connor, 1980: 98）。この場合，語頭の無強勢音節は
弱く, 短く発音され，語全体の長さには関与しない。それゆえ，
（13a）の語の長さは（12a）のような語とほぼ同じとなり，その
結果，３音節語の場合も弱強弱格が優勢な強勢型となる。
　（13）a. 弱強弱格：ad㷦（z）uki /əd㷦zuːki/, en㷦oki, ka㷦buki, 
　　　　ma㷦tsuri, o㷦taku, wa㷦sabi, zai㷦batsu
　　　b. 強弱弱格：㷦anime /㷦an㸍me㸍/, 㷦hakama, 㷦rikishi, 
　　　　㷦shamisen, 㷦tempura, 㷦wakame
　　　c. 㷦bushido /㷦buːʃ㸍də㷚/ ~ /b㷚㷦ʃiːdə㷚/, hibachi, kakuro
　　　d. adzuki     anime       㷦bushido ~ bu㷦shido
                          s          s                        s                            s
                w   s w       s w  w          s  w w          w s  w    
　        /əd㷦zuːki/    /㷦an㸍me㸍/   /㷦buːʃ㸍də㷚/~/b㷚㷦ʃiːdə㷚/
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3.4　４音節語
　２音節以上の複合語の中で（14）の４音節語は興味深い特徴
を示す。すなわち，24例中19例（79.17%）の複合語の構成素は
いずれも （14ai, ci）のように強弱格であるが，両者が結合する
と，強勢従属を受け，第一要素の強勢は弱化し，語全体として
弱強格となる。英語の複合名詞は例外なく強弱格となるが，借
用語の複合名詞は逆の強勢型となる。もう一つの特徴は，（14ai）
のような19例の構成素はいずれも２音節であり，それぞれ独立
した意味を担っていることである。英語母語話者は借用語の語
構造と構成素の意味を理解して語全体の音形を決定していると
は限らない。それゆえ，このような言語情報が語強勢の型の決
定に活用されているとは思えない。事実，（14aii）の jin㷦rikisha 
と ka㷦rateka は，「人力＋車」と「空手＋家」という語の意味
と構成からすると，きわめて不自然な強勢型となっている。
４音節語の借用語の強勢型は（14ai, aiii）のように強勢音節を２
つ含むものと，（14aii）のように１つのみのものとを分けて考
察すべきである。前者は２つの強勢群から成ることから，後
者のように１つの強勢群で構成される２倍の長さがあるから
である。
　（14）a. 弱強格
　　　　i.   強弱強弱格＞弱強格： 㷧eda㷦mame, 㷧hara-㷦kiri, 
　　　　　 㷧kake㷦mono, 㷧maki㷦zushi, 㷧shabu-㷦shabu, 
　　　　　 㷧tsuke㷦mono, 㷧waki㷦zashi, 㷧yaki㷦tori
　　　　ii.  弱強弱弱格＞弱強格： jin㷦rikisha, ka㷦rateka
　　　　iii. 弱強弱強格＞弱強格： ka㷧rate-㷦chop, u㷧kiyo-㷦e 
　　　b. 強弱格
　　　　i.   強弱強弱格＞強弱格： 㷦hiba㷧kusha
　　　c. i.  㷧eda㷦mame   　　　   ii. 㷧jin㷦rikisha
                                                                  w            s                 
                         w              s                                     s      
                        s w         s  w                    s         s w w   
                     /㷦ɛdə/ /㷦mɑːme㸍/        /㷧dʒ㸍n/ /㷦r㸍k㸍ʃə/ 
　　　　iii. ka㷧rate 㷦-chop 　　　  iv. 㷦hiba 㷧kusha
                          w             s                      w            s        
                               s
                      w    s w         s                  s w        s w      
                    /kə㷦rɑːti/  /㷦t㷜p/       /㷦h㸍bə/ /㷦kuːʃə/
3.5　５音節語
　５音節語は（15）の２例のみである。hi㷧kiko㷦mori の場合，第
一要素の hi㷦kiko は３音節で弱強弱格であることから，独立形
式としてごく一般的な強勢型となっていて，しかも，第二要素
も（12a）で見たとおり，きわめて優勢な強弱格となっている。
それゆえ，語全体としても弱強の強勢型となるのはごく自然な
ことである。次の 㷧tsutsuga㷦mushi の場合，第一要素は（13b）
と同じ強弱弱格であるが，mushi と複合すると，語全体は弱
強格となる。
　（15）（弱強弱強弱格>）弱強格
                      hikikomori                      tsutsugamushi
                         w            s                       w                s       
                          s             s                       s                  s       
                  w  s w        s w                  s  w   w     s  w  
               /h㸍㷧k㸍kə（㷚）㷦mɔːri/       /㷧tsuːtsuː㷅ə㷦m㷚shi/
3.6　借入語の語強勢の型のまとめ
　借入語は形容詞の ka㷦waii を除くと，すべて名詞である。こ
のうちの２音節語は強弱格，３音節語は弱強弱格，４～５音節
語は弱強格がそれぞれ優勢な強勢型となる。しかし，語の等時
間隔性（isochronism）からすると，３音節語の弱強弱格と２音
節語の強弱格は同等の長さを有し，２つの強勢群から成る４～
５音節語の強勢型は弱強格となる。それゆえ，３音節以下と４
音節以上の語の優勢な強勢型はなぜ強弱格と対立する弱強格と
なるのかという疑問が出てくる。
　この疑問に対する答えは在来の英語の多音節語の強勢型から
得られる。すなわち，20世紀後半に生成音韻論の枠組みで語強
勢の精緻な分析がなされ，語強勢がどの段階まで区別できるか
についても考察がなされた。その際に，（16a）のような在来の
多音節語（すべて派生語であり，いくつかの接尾辞を伴う）に
ついては，無強勢も含めると５段階の強勢の程度が確認され
（4exp3er0im4ent1at0ion），語全体は弱強という強勢型を示すこ
とが明らかとなった（Chomsky & Halle, 1968: 110-145; Halle & 
Keyser, 1971: 49-58）。さらに，（16b）のように語の内部構造が必
ずしも明確ではない外来語についても，在来語と同様に弱強格
の強勢型となることが明らかとなった（Ticonderoga: 4-3-0-1-0）。
そうなると，本稿で分析対象としている日本語からの借用語の
うち， （14）， （15）のような多音節語の強勢型が弱強格となるのは
英語の母語話者に内在している語強勢の規則に基づくことにな
る。
　（16）a. 㷧adjec㷦tival, 㷧atte㷦station, 㷧compen㷦sation, 
　　　　㷧complemen㷦tation, 㷧connec㷦tivity, 㷧depor㷦tation, 
　　　　㷧demon㷦stration, e㷧lec㷦tricity, ex㷧perimen㷦tation, 
　　　　㷧ela㷦sticity, 㷧infor㷦mation, 㷧instrumen㷦tality, 
　　　　㷧objec㷦tivity, the㷧atri㷦cality
　　　b. 㷧Cone㷦stoga, 㷧Corio㷦lanus, 㷧Kalama㷦zoo, 㷧Okla㷦homa,
Mo㷧nonga㷦hela, 㷧mulliga㷦tawny, 㷧Tatama㷦gouchi, 
　　　　㷧Ticonde㷦roga, 㷧Whinnipe㷦saukee
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IV　全体のまとめ
　借用語は bonze, sasanqua, tycoon のようにラテン語，フラ
ンス語，ポルトガル語などの外国語を経由するとヘボン式綴り
字から逸脱することがあるが，それ以外では日本語の表記に忠
実である。母音の場合，i）日本語の短母音/i 㷙 e o a/はすべて
用いられない，ii）連母音/ia ei ai io/は二重母音に切り替えら
れる，iii）無強勢位置では曖昧母音/ə/となることが多い，iv）
母音連続の場合，最初の母音は渡り音となる（karaoke: /a/> 
/㸍j/, katsuobushi: /㷙/>/w/）。子音の場合，i）重子音/pp, kk, 
ss/はすべて単一の子音となる，ii）モーラ鼻子音の /ŋ/は/m/, 
/n/, /ŋ/のいずれかの音素となる，iii） /s/ の異音 [㷡] は音素 /ʃ/ 
となる（shiso, sushi），iv）/h/の異音 [㸐] は音素/f/となる（futon, 
tofu）。一方，強勢型の場合，音節数によって優勢な型に変動
が生じ，２音節語では強弱格，３音節語では弱強弱，４音節以
上では語全体で弱強格となるが，いずれも英語の名詞などの強
勢型と合致する。
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